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未来にかがやく子ども育成型学校連携事業 

（朝ヶ丘中学校区の取組） 

 

１．三校会研究テーマ 

 「豊かな心をもち、未来に向かって、たくましく生きる人間の育成」 

 

２．研究の基本方針 

（１）基礎学力の定着と学力の向上を図ることにより自ら学び、自ら考える力を身に付け、学習するこ

との楽しさや喜びを知り、個性を一層生かす教育の充実を図る。 

（２）人権教育を推進していくことにより「豊かな心を育て、国際社会に生きる日本人としての自 

覚を育成し、未来に向かってたくましく生きる人間の育成」を図る。 

（３）学校・家庭・地域の連携を一層密にし、開かれた学校づくりの推進を図り、特色ある学校づ 

くり（楽しい学校・夢や希望があふれる学校）を推進する。 

 

３．研究の具体的な取り組み 

本年度は未来にかがやく子ども育成型学校連携事業を受け、朝ヶ丘中学校・多ノ郷小学校に推進

リーダーを配置し、児童生徒の自己指導力育成のため、小中９年間で育てる力を明確にし、小中学

校が共同で全ての教育活動に「生徒指導の３機能（自己決定の場を与える・自己存在感を与える・

共感的人間関係を育成する）」を位置付けた取り組みを組織的に展開する。 

（１） 小中合同推進会議 

本事業の取組経過を報告・検証し、次の取組などの最終確認を行う。 

（２） 小中合同研修会 

 小中全ての教員が参加し、講師による講演会などを通して教員の指導力向上に努める。また小

中合同推進会議の決定事項を全体で確認する 

（３） 小中合同支援会 

    生徒指導上課題のある事例をスーパーバイザーと共に、小中の教員が一緒になって協議する。 

（４） 小中合同三部会 

各校の教員が３つの部会に所属し、部会では小中の教員が一緒になって部会でのテーマに沿っ

た協議を行う。 

① 夢・志を育む部会 

 礼儀やマナーなど、社会につながる行動を身につけることで、自己を律し、他者を思いやる心

を持った児童生徒を育てる。 

② 学ぶ意欲を育む部会 

 学習規律や学習環境づくりに努め、意欲的に学ぼうとする児童生徒を育てる。また「生徒指導

の３機能」を活かした授業改善を行う。 

③ 豊かな心を育む部会 

小学生と中学生の交流活動の場を設定し、実践する。 
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４．研究の進め方 

 ・小中合同推進会議 年６回実施（管理職・推進リーダー・研究主任・生徒指導担当者） 

 ・小中合同研修会・合同研究部会 年４回実施（全員参加） 

 ・合同授業研究会 年５回実施（自校以外の授業研に必ず１つ参加する） 

 ・スーパーバイザーによる個別支援会議（朝ヶ丘中3回・多ノ郷小3回・吾桑小２回） 

 ・アンケート調査 年２回実施 

 ・小中交流教員として推進リーダーの配置（朝ヶ丘中・多ノ郷小） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．研究組織 

 

① 授業・TTを通して学校や生徒の情報交換 

② 課題の共有 

③ 支援会議を含めた各会の調整と運営 

④ 取組の情報発信 

朝ヶ丘中学校 推進リーダー１名 

多ノ郷小学校 

推進リーダー１名 

毎週水・金曜日に勤務 

毎週火曜日に 

お互いが勤務 

吾桑小学校 

毎週木曜日に勤務 
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６．合同研修会 

（１）第１回小中合同研修会 ４月２４日（金） 

   ①講演会 

    演題「全ての子どもが安心して過ごせる、夢や志、自信を持てる学校づくり」 

    講師 鳴門教育大学教授 久我直人教授 

   ②第１回小中合同三部会（4月の重点取組の振り返り・今後の各部の重点取組の協議） 

 

（２） 第２回小中合同研修会 ６月３日（水） 

  ①講演会 

   演題「生徒指導に視点を置いた小中連携の実践について」 

   講師 山口県周南市立岐陽中学校  藤永啓吾教諭 

  ②第２回小中合同三部会   （5月の重点取組の振り返り・重点取組への取り組み方） 

 

（３） 第３回小中合同研修会 ８月５日（水） 

  ①講演会 

   演題「資質・能力を高める学習活動と評価をめざして」 

   講師 国立教育政策研究所  白水始総括研究官 

  ③第３回小中合同三部会（2学期以降の重点取組の見直し） 

 

（４） 第４回小中合同研修会 ２月１０日（水） 

  ①講演会 講師未定 

  ②第４回小中合同三部会（今年度の取組総括と次年度の取り組み方） 

 

７．小中合同支援会 

 授業参観後、参加者と担当学年が支援の必要な児童生徒について協議し、今後の対応を検討する。

また３校共通の個人記録シートを作成し、協議内容を記録し、情報の共有を図り、継続的な指導に

つなげる。 

（１）参加者 

  ・スーパーバイザー 岸本 寿美・担当学年団の教員・推進リーダー 

（２） 実施計画 

  ① ５月２６日 朝ヶ丘中学校（全学年）  

  ② ６月 ９日 多ノ郷小学校（４・５年生） 

  ③ ６月１９日 多ノ郷小学校（３・６年生） 

  ④ ９月１５日 多ノ郷小学校（５・６年生） 

  ⑤１０月 ９日 吾桑小学校 （３・４年生） 

  ⑥１０月３０日 朝ヶ丘中学校（１・２年生） 

  ⑦ １月２２日 朝ヶ丘中学校（１・２年生） 

  ⑧ ２月 ９日 多ノ郷小学校（６年生）          ３校共通の支援シート 

前回の支援会より（生徒の様子） アドバイス 保護者や関係機関との連携

1
回
目

（

〇
月
〇
日
）

２
回
目

（

〇
月
〇
日
）

（　　　　　）年(　　　　　）組 氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
前回の記録を見ながら支援会が行え

るように工夫をしている 
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８．合同三部会 

合同三部会は本研究の中心となる『小中９年間で育てる力の明確化』と、『小中学校が共同で全ての

教育活動に「生徒指導の３機能」を位置付けた取り組みを組織的に展開する』ことを実践するために、

年間展開計画をもとに行動連携と共同実践を行う。 

（１）小中9年間で育てる力について 

 小中9年間で育てる力を「あいさつ」「はきもの」「聴く姿勢」とし、これを３校の名前の頭文

字をとり、「AAOしぐさ」と名付ける。「あいさつ」「聴く姿勢」は人間関係を構築するスタート

として、そして「はきもの」は自己の身を正す、または行動を美しくするスタートとして位置づ

ける。人間関係の構築はキャリア教育における「人間関係形成・社会形成能力」につながってい

る。また、自己の身を正すとは「自己理解・自己管理能力」に関係しており、「はきもの」という

１つのことを基本に、整理整頓や礼儀・マナーなどの様々な行動に発展してもらいたいと考える。

「聴く」は「人間関係形成・社会形成能力」はもちろんであるが、学習意欲を高めたり、問題解

決能力の向上にもつながると考える。このことから「聴く」はキャリア教育における「課題対応

能力」の基礎とも言える。以上のことから小中9年間で育てる力、「AAOしぐさ」に３校で取り

組んでいくことにした。 

             小中９年間で育てる力「AAOしぐさ」（あいさつ・はきもの・聴く姿勢） 
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（２）「生徒指導の３機能」を位置づけた組織的な取組 

  ①行動連携・・・重点取組目標を決め、３校が共通認識を持って取組む 

 ３校でこの行動連携に対する共通理解を図るために、重点取組に対する取り組み方を示した「重

点取組シート」を作成し、職員室や教室に掲示するようにした。そして、さらに生徒の力によっ

てこの重点取組を浸透させていく。朝ヶ丘中学校では毎月の集会にて生徒会執行部が説明し、多

ノ郷小学校では生徒の手書きのポスターが貼られた。吾桑小学校では集会のスピーチ活動で児童

が重点取組に対する感想を述べるなど、各校で工夫が見られるようになってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②共同実践・・・三部会で年間を通して取り組む柱 

  「夢・志を育む部会」が「あいさつ」「はきもの」の取組を中心としながら、他者を配慮した行

動や礼儀・マナーなどの育成に努める。また学期には振り返りによる自己の成長を確認させること

で、将来に活きる力が身についたことを確認させていく。「学ぶ意欲を育む部会」が、「聴く」の取

組を中心に担当しながら、学習規律や学習意欲の向上に努めていく。また合同授業研などでは「生

徒指導の３機能」を活かした授業展開を提案し、教員の授業力向上のための研修会を行う。「豊か

な心を育む部会」は児童生徒の交流の場面を担当する。そして各校においては仲間づくりを進める

など、児童生徒の自尊感情や自己有用感を育むための方策を考え、提案していく。 

 

 

未来にかがやく子ども育成型学校連携事業	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
三校の取組		

①  人の目を見て、 話を最後まで聞こう  

②  人の話に反応しよう  

③  気持ちのよいあいさつをしよう  

④  はき物をそろえよう  

目指す子どもの姿や心	

社会で必要とされるお互いを大切にする
しぐさを知り 、 実際に行動にできる  

指導項目	 	  

① 取り組み方について、 子どもと話し合い

ましょ う 。  

② し ぐさの大切さに気づかせるために、 事

前指導をしっかり と行いまし ょ う 。   

③ 点検活動はせず、 できていること 、 取り
組もう と している姿を認め、 肯定的な声か

けを増やしまし ょ う 。    
 
率先垂範！	

先生がしぐさのお手本を見せましょ

う!!	 未来にかがやく子ども育成型学校連携事業	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三校の取組	

 

目指す子どもの姿や心	

聴く ことを通して培った力で、目標
に向かって粘り強く 学習をしたり作
品を仕上げたりすることができる  

指導項目	

 

① 取り組み方について、子どもと話し合

いましょ う 。  

② さまざまな活動で目標を意識させ、そ

れに向かって粘り 強く 取り 組めるよ

う にしまし ょ う 。  

③ 成果や作品の過程を通し て達成感を

 

粘り強く 取り組もう  
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い
姿
や
取
り
組
み
方
の
提
示

※
子
ど
も
の
主
体
的
な
姿
を
引
き
出
す
た

め
の
し
か
け

聞
く

※
頑
張
り
や
よ
さ

を
可
視
化
す
る

提
案

２
学
期
の
頑
張
り

を
３
学
期
に
つ
な

げ
よ
う

あ
い
さ
つ
・
は
き
物
を
そ
ろ
え
る

聞
く


